
（
二
）
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
の
研
究
集
会
参
加
に
つ
い
て

立
教
大
学
文
学
部
は
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
と
の
協
定
に
基

づ
き
、
こ
れ
ま
で
主
に
交
換
留
学
制
度
を
通
じ
て
交
流
を
図
っ
て
き
た
。
今

後
、
学
術
面
の
交
流
も
い
っ
そ
う
深
め
た
い
と
い
う
同
大
学
Ｍ
・
キ
ン
ス
キ

ー
教
授
か
ら
の
お
招
き
が
あ
り
、
水
谷
隆
之
・
鈴
木
彰
の
両
名
は
、
二
〇
一

五
年
十
一
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
研
究
集
会“T

okugaw
a

M
eeting

Frankfurt
2015”

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

T
okugaw

a
M
eeting

Frankfurt2015
“Early

M
odern

Japan
A
pproaches,Projects,Perspectives

T
ow
ardsan

InternationalA
ssociation

forT
okugaw

a
Studies”

日
時：

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
六
日
（
木
）
十
時
〜
十
八
時
三
十
分

二
十
七
日
（
金
）
十
時
〜
十
八
時

場
所：

（
第
一
日
）
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学

N
eue
M
ensa

building
K
onferenzraum

III

、

（
第
二
日
）
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
立
工
芸
美
術
館

第
一
日

PeterK
ornicki

（U
niversity

ofCam
bridge

）

：
O
n
m
anuscriptculture

M
ichaelK

inski

（U
niversitätFrankfurt

）

：
O
n
K
aiho

Seiryô
asa
“T
hinker”

1stSession
Richard

Bow
ring

（U
niversity

ofCam
bridge

）

：
O
n
H
irata

A
tsutane

M
ark
T
eeuw

en

（U
niversity

ofO
slo

）

：
O
saka

1828:the
“K
eihan

kirishitan”incident
Susan

Burns

（U
niversity

ofChicago

）

：
O
n
m
edicalknow

ledge
and
N
anayam

a
Jundo,a

village
doctor

“Positioning
the
Field:StudiesofEarly

M
odern

Japan”M
oderators:

D
avid

M
ervart

（U
niversidad

A
utónom

a
de
M
adrid

）&
D
avid

H
ow
ell

（H
arvard

U
niversity

）

第
二
日

M
A
K
Program

,1stpart
A
m
asterpiece

ofthe
V
oretzsch

Collection,N
ara
ehon

SuzukiA
kira

（
立
教
大
学
）

：
O
n
N
ara-ehon

and
theirillustrations

（in
Japanese

）

M
izutaniT

akayuki

（
立
教
大
学
）

：
O
n
K
ana
zôshi,U

kiyo
zôshiand

theirillustrations

（in
Japanese

）

M
A
K
Program

,2nd
part

2nd
Session

D
oreen

M
üller

（U
niversity

ofLondon,SO
A
S

）

：
O
n
the
representation

offilialpiety
A
ndrew

Gerstle

（U
niversity

ofLondon,SO
A
S

）

：
O
n
m
ale
m
ale
relationsin

shunga
Laura

M
oretti

（U
niversity

ofCam
bridge

）

：
O
n
Edo
period

literature

実
際
の
各
報
告
は
、
事
前
に
配
布
さ
れ
た
右
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
示
さ
れ
て
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い
た
テ
ー
マ
の
大
枠
を
絞
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

“T
okugaw

a
M
eeting”

は
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拠
点
を
お
く
江
戸
時

代
研
究
者
が
集
う
研
究
集
会
で
、
開
催
は
今
回
で
四
回
目
。
思
想
・
歴
史
・

美
術
・
文
学
と
い
っ
た
多
領
域
の
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
研
究
発
表
を

中
心
に
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
使
用
言
語
は
英
語
。

今
回
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
と
ア
メ
リ
カ
・
日
本
か
ら
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

キ
ン
ス
キ
ー
氏
の
開
会
挨
拶
の
後
、
Ｐ
・
コ
ル
ニ
ッ
キ
氏
と
キ
ン
ス
キ
ー

氏
の
基
調
報
告
、
そ
し
て
各
報
告
と
続
い
た
。
一
報
告
の
持
ち
時
間
は
六
十

分
で
、
報
告
自
体
は

三
〜
四
十
分
、
残
り

は
質
疑
応
答
と
い
う

形
式
で
あ
っ
た
。
二

日
間
を
通
し
て
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
た
こ
と
は
印
象

的
で
あ
っ
た
。
第
一

日
の
最
後
に
は
、
こ

の
会
の
今
後
の
あ
り

か
た
と
も
関
わ
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
江
戸
時
代
研
究
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
関
連

研
究
と
の
距
離
な
ど

に
つ
い
て
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
ふ
だ
ん
日
本
語
で
成
果
発
表

を
し
て
い
る
身
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

第
二
日
は
会
場
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
立
工
芸
美
術
館
に
移
し
、
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
Ｓ
・
シ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
グ
氏
の
ご
協
力
の
も
と
、
第
一
部
は
同
館

蔵
の
奈
良
絵
本
（
フ
ォ
レ
ッ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
資

料
展
観
と
イ
エ
ッ
セ
氏
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
講
師
）
に
よ
る
資
料
解
説

講
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
新
出
資
料
と
し
て
江
戸
か
ら
長
崎
ま
で
の
路

程
図
（
題
な
し
。
箱
貼
紙
に
「
東
海
道
五
十
三
次
絵
巻
物
」
と
あ
り
。
個
人

蔵
）
が
特
別
公
開
さ
れ
、
大
き
な
関
心
を
呼
ん
だ
。
こ
の
あ
と
、
鈴
木
が
世

界
各
地
に
伝
来
し
て
い
る
奈
良
絵
本
の
比
較
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
、
水
谷

氏
が
近
世
の
『
伊
勢
物
語
』
の
読
み
方
を
物
語
絵
か
ら
問
う
こ
と
の
可
能
性

と
意
義
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

二
日
間
を
通
じ
て
、
欧
米
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
在
を
体
験
す
る
非
常

に
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
キ
ン
ス
キ
ー
氏
に
は
、
研
究
集
会
開
催
に
先
立

つ
二
日
に
わ
た
っ
て
、
同
大
学
図
書
館
・
江
戸
文
庫
、
ま
た
市
立
工
芸
美
術

館
の
奈
良
絵
本
の
閲
覧
に
つ
い
て
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
に
お
け
る
日
本
研
究
の
環
境
（
の
一
端
）
に
直
接
触
れ

た
こ
の
経
験
を
、
今
後
の
学
術
交
流
や
留
学
生
指
導
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

末
筆
な
が
ら
、
キ
ン
ス
キ
ー
氏
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学

関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
ま
た
、
準
備
段
階
で
、
現
在
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
大
学
か
ら
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
に
留
学
中
の

M
orgaine

Setzer

さ
ん
か
ら
大
き
な
協
力
を
得
た
こ
と
を
申
し
添
え
、
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
文
責

鈴
木

彰
）
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